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Abstract 
There is a problem that a person with developmental disorder has the disagreement 
of the self-valuation and others evaluation. In this study, we investigated the effect of 
developmental disorder tendency on the factors of subjective adjustment, 
self-acceptance and acceptance of others for students in adolescence. As a result, the 
significant different was shown between high-risk clusters and the low-risk cluster in 
the ASD tendency. On the other hand, the significant different was not shown between 
the high-risk cluster and the low-risk cluster in the ADHD tendency. From the above, it 
was suggested that it was necessary for a person with developmental disorder to 
understand their features on their supports. 
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【要旨】本研究は、発達障害における自己評価と他者評価のズレへの問題意識、及び適応における自己受
容と他者受容の関連から、青年期における発達障害傾向と適応感及び自己受容感・他者受容感の関連につ
いて検討した。分析の結果、ASD傾向について適応感及び自己受容感について高リスク群と低リスク群と
の間に有意差が示された。一方、ADHD傾向については一部を除き高リスク群と低リスク群との間には有
意差は示されなかった。以上より、発達障害それぞれの特徴を理解した上での支援の必要性が示唆された。 
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【問題と目的】青年期を迎えた発達障害者の支援において重要となるのは、1次的障害への
理解とともに 2 次障害である心理的不適応感への対応である（斎藤，2010 など）。しかし
発達障害は自己評価と他者評価のズレによって支援が困難となるケースも多い。よって本
人の自覚の程度とその適応感への影響について検討する必要がある。さらに適応感に関わ
る要因として、青年期のアイデンティティ形成における重要なテーマである自己受容と他
者受容の問題（上村，2007）を取り上げ、本研究は青年期の学生が自覚している発達障害
（自閉症スペクトラム障害（以下 ASD）と注意欠陥多動性障害（以下 ADHD））傾向と自
己・他者受容感及び適応感との関連について検討した。 
【方法】 
対象：A県在住の大学生および専門学校生、計 252 名（男子 93 名、女子 159 名）。平均年
齢は 19.95歳（SD＝2.70）、年齢の範囲は 18～37歳であった。 
調査時期：2012年 11月～12月。 
質問紙：以下について 5段階評定による自記式で回答を求めた。①ASD傾向：若林（2003）
の AQ 尺度より「社会的スキルの困難（10）」「コミュニケーションの困難（10）」「想像力
の困難（10）」の計 30項目。②ADHD傾向：遠矢（2002）の ADHsf尺度より「不注意（16）」
「多動性（9）」「衝動性（6）」の計 31 項目。③自己・他者受容尺度：上村（2007）の「自
己受容尺度（15）」「他者受容尺度（13）」の計 28 項目。④適応感尺度：大学生用適応感尺
度（大久保ら，2003）の「居心地の良さの感覚（10）」「被信頼・受容感（6）」「課題・目的
の存在（7）」「拒絶感のなさ（6）」の計 29項目。 
【結果】まず被験者をランダムに 2 群に分け、ASD 傾向及び ADHD 傾向について階層的
クラスター分析を行った。 
1)ASD傾向と受容感及び適応感との関係 
デンドログラムから 6 クラスターが妥当であると判断した。得られたクラスター群をそ
れぞれ「C1：全中群（32）」「C2：社会的スキル・コミュニケーション困難高群（16 名）」
「C3：全低群（21名）」「C4：コミュニケーション困難のみ高群（32名）」「C5：全高群（11
名）」「C6：社会的スキル困難のみ高群（13名）」と命名し（Fig. 1）、独立変数をクラスタ
ー、従属変数を受容感及び適応感とする 1要因の分散分析を行った（Fig. 2）。その結果、「自
己受容感」及び各適応感尺度において全低群とハイリスク群（C2、C4、C5）との間に有意
差が得られ（p<.05）、「他者受容感」では有意差は得られなかった（p>.05）。 
2)ADHD傾向と受容感及び適応感との関係 
デンドログラムから 4 クラスターが妥当であると判断した。得られたクラスター群をそ
れぞれ「C1：全中群（42名）」「C2：全高群（8名）」「C3：全低群（50名）」「C4：不注意
のみ高群（25名）」と命名し（Fig. 3）、独立変数をクラスター、従属変数を受容感及び適応
感とする 1 要因の分散分析を行った（Fig. 4）。その結果、適応感尺度の「拒絶感のなさ」
についてのみ全低群と不注意のみ高群との間に有意差が得られた（p<.05）が、それ以外に
クラスター間で有意差は得られなかった（p>.05）。 
【考察】 
 以上より、 
ASD傾向の 
自覚は適応 
感及び自己 
受容感への 
影響が示唆 
されたが、 
ADHD傾向 
の自覚は適 
応感や受容 
感との関連 
はほぼ見ら 
れなかった。 
本研究の結 
果は発達障害を抱える本人の‘困り感’を理解する上での一助となるとともに、発達障害
と単にひとくくりにするのではなく、それぞれの特徴の理解を深めた上での支援の必要性
を示唆するものとなった。 
Fig.1 ASD傾向についてのクラスター
Fig.3 ADHD傾向についてのクラスター
Fig.2 クラスターごとの受容感及び適応感(ASD)
Fig.4 クラスターごとの受容感及び適応感(ADHD)
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